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　先日の第 118 回日本外科学会は大変興味深いプログラムが目白押しで楽しませて頂いた．そのなか
で，『外科医のインセンティブ導入を目指して』という企画が興味深かった．ハーバード大学ブリガ
ムウィメンズ病院で心臓血管外科医として活躍されている金子剛士先生によれば，米国では病院に支
払うフィーと外科医に支払うフィーがほぼ等しいという．佐賀大学の能代先生によると外科医が 5％
ほどのフィーをもらっているという．同様の取り組みは当院でも過去に行われたが，残念なことに 1
年でなくなった．佐賀大学ではインセンティブが付いてから病院経営は改善し，現在でも存続してい
るとのことである．大変羨ましい限りである．やはり人間は自らやりたいという気持ちになると凄い
業績を上げるということだろうか．
　外科医のインセンティブを重視し過ぎる国になると，外科医は後輩を教えると自分の取り分が減る
事を心配するようになるかもしれない．ヒポクラテスの誓いによれば，医師はその弟子には技術知識
を報酬なしに授けるべし，とある．現在，日本はインセンティブがない病院がほとんどであり，後輩
を教えるのは当然無償である．日本の外科医はヒポクラテスの誓い通りに後輩を教え続けているわけ
である．教えるのを止めれば，10 年後の外科医療が崩壊するのは目に見えているからである．
　それゆえ，もしも将来わが国で外科医にインセンティブが与えられるのであれば，教えることにこ
そインセンティブが付与されるべきではないかと思う．何人専門医・技術認定医を育成したのかとい
うような．先日，本年の日本内視鏡外科学会の技術認定医が発表された．幸いなことに当方の医局か
らも 4 名が合格した．勿論合格した本人にはおめでとうと言いたい．しかし私は最も賞賛されるべき
なのは指導医だと思っている．外科医人生において何人の後輩外科医を育てたかがその人の価値を決
めるのではないだろうか．
　今回の特集は「こうやって教える・学ぶ　高難度消化器外科手術―新エキスパートへの登竜門」で
ある．後輩に手術を教えることがいかに難しいかは教えてみなければわからない．多くの後輩を教え
てきたからこそ，そのコツを伝授できるわけである．すなわち本特集号は，多くのエキスパートの苦
労の結晶と言えるだろう．賞賛されるべき指導医である先生方から玉稿を頂けたことに，この場を借
りて心から感謝申し上げたい． （遠藤　格）
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